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漁場環境と魚族保護に関する研究

昭和５５年３月

東京都水産試験場



まえかき

この報告書は、昭和５３～５５年度の３ケ年間にわたっておこなわれた、東京都蚕糸指導所、同農

業試験場五日市分場、同水産試験場奥多摩分場の３場・所のプロジェクトチームによる「多摩地域に

おける自然環境と動植物生態との関連に関する調査研究」のうち、奥多摩分場が担当した「漁場環境

と魚族保護に関する研究」の部分の最終報告書である。

同プロジェクトチームは、昭和４８～５２年度の５ケ年間にわたり「奥多摩地域の自然の保護と回

復に関する研究」のテーマで、多摩地域の自然環境の保全について現在の問題点と将来の展望を明ら

かにしてきた。

多摩地域の自然環境問題に関する第２期のプロジェクト研究ともいうべき今回の３ケ年間の研究は

第１期の５ケ年間で明らかにした総論的な結果を、各論ともいうべき農林漁業の分野でどのように発

展させていくかということを主眼において計画された。

すなわち、当場では、第１期の研究で明らかにされた多摩川水系の魚類、底生動物および水生植物

相の資料をもとに、その中から現在都内における重要な遊漁対象魚種であるイワナとウグイの２種を

選び、その資源保護と増殖に関する研究をおこなった。また、多摩川本流と秋Illにはさまれた小河川

の平井Ⅱ|において、その中に生きる水生々物とその生息環境の関係について調査をした。

川における魚類の増殖は、直接的には釣り人に楽しみを与え、間接的には、釣り人か釣り場の周辺

でおこなう消費活動によって地域経済の発展をうながすものである。同じく魚類の増殖に努力するこ

とは、当然それと平行しておこなわれるべき自然環境の保全によって、我々の子孫に美しい自然と健

康な生活を残すものでもある。

この報告書か都民の健康で豊かな暮らしのために少しでも役に立てば幸である。

なお本研究をおこなうに際して野外調査等に多大の御助力をいただいた多摩Ill・奥多摩・秋川の３

漁業協同組合の方々と同じく情報の提供をして下さった多数の釣り人の皆様に心から感謝の意を表す

ものであります。

昭和５６年３月

村哲夫奥多摩分場長
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Ｉイワナ資源の保護と増殖に関舅する研究

イワナＳαんeZmzLSp血Zﾉ｡“は一般に河Ⅱ|の最上流に生息する魚種であり、東京都内では多摩

川支流の日原)||の源流部にのみ生息し、ヤマメO7zcoγ/13/7Ｍｍｓｍａ００ｕとならぶ溪流釣りの重要な

対象魚種である。しかし、近年の林道の延長や森林の伐採等の開発行為に伴う自然環境の破壊か、本

種の生息域である源流部におよび、左た入漁者の数も増加するに従って、最近遊漁者（釣り人）達の

間からその生息量の減少か伝えられるにいたった。

１）

本種については、東京都水産試験場か、日原Illの'j、川谷、大雲取谷、長沢谷等におけるイワナとヤ

マメの両種の分布境界について明らかにしているか、その生態面に関する調査はこれまでほとんどお

こなわれていない。

今回、日原川の本．支流において、イワナの採集調査をおこなうとともに、聴き取り調査および当

場の保存標本についての調査をおこなった結果、都内に生息するイワナについて、その生態を中心と

するいくつかの知見を得た。

またイワナの増殖手段として発眼卵の埋設放流をおこない、そのふ化率等に関する結果か得られた

ので、これらを併せて報告するとともに、その結果に基き本川のイワナ資源の管理に関する若干の提

案をおこなった。

Ａイワナの生態に関する調査・研究

ｌ材料および方法

今回の研究に用いたイワナは、１９７８年から１９８０年の３年間に採集した５９個体のほか、当場に

保存されていた３９個体（１９７２～７７年に採集）および奥多摩町観光協会保存の１個体（１９８０年

採集）のあわせて９９個体であった。これらは全て日原川の本・支流で、釣りおよび手網によって採

集されたものであり、その全長範囲は５７～４７９ｍｍであった。

供試標本は全て採集後にホルマリン１Ｍ液で固定し、実験室へもちかえったのちに体長（全長・

標準体長）、体重を計測した。また、このうち１９個体については生鮮時の斑紋・体色を観察し、特

に体側の側線付近より下部に存在する橿色斑点の有無について調査した。

現在および過去の、都内におけるイワナの分布を知るために、地元の人達や釣り人達からの聴き取

り調査を随時おこない、その内容を記録した。

年令査定の目的で全供試標本から採鱗し、万能投影機（１０ｏ倍）を用いて鱗を観察し、年令を査定

するとともに、鱗の焦点から各成長休止帯までの距離および鱗長を測定し、成長との関連を求めた。

－１－



採鱗部位は背鰭基底後端と脂鰭前端の間の側線の上・下３列以内で、各標本より約２０枚を採鱗し

２枚のスライドグラスにはさんでブレパラートとした。読鱗は再生鱗を除く状態の良い５枚の鱗につ

いておこたった。

もう一つの年令査定形質として耳石を用い、２６個体の標本（全長５０～３６４１，１m）から採集した耳

石について判読された年令を鱗から判読されたものと比較した。

７月中旬～１０月に採集した４８個体（全長６１～4171mm）については、その年の秋の生殖腺の成

熟の可否を調査した。

2．結 果

１）形態

体側の側線付近より下方に散在する燈色斑点は、標準体長168mm!（全長１９９mm）以上の全個体に

存在したが、標準体長１５０～１５２mｍ（全長１７５～1781,111）の３個体では、うち１個体に存在するも

表１－１日原川のイワナの燈色斑点の有無に関する資料

採集年月日

１９７５３．２６

〃

″

″

１９７５．６．２２

１９７５．７．２５

１９８０．１０．１６

〃

１９８０．８．２９

〃

〃

〃

〃

"

〃

〃

″

〃

"

年令

有
〃
〃
〃
〃
〃
無
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
有

９
７
２
３
６
７
２
０
４
７
８
０
５
５
５
４
５
８
４

９
７
６
０
０
０
０
２
１
０
１
２
２
３
５
４
７
７
０

１
１
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

？
〃
〃
〃
〃
＋
｜
’
＋
〃
〃
〃
｜
〃
＋
’
＋
〃
〃

’
１
１

９
，
．
。
〒
〃
〃
へ
。
○
丁
〃
へ
ｏ
〃
〃
〃
〃
。
〒
〃
へ
ｏ
。
〒
〃
〃
〃

８
１
０
６
９
６
５
２
４
０
０
２
５
５
１
２
０
２
２

６
５
２
７
７
７
８
０
９
９
０
０
０
１
３
２
５
５
７

１
１
２
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

＋
＋
＋
＋
〃
〃
＋
＋
〃
〃
〃
〃
〃
〃
＋
＋
＋
〃
＋

３
２
４
２

０
１

２
１
２

３

－２－



のの他の２個体にはみられず、また、

これに満たない体長の個体では全く

みられなかった（表１－１，
個

図１－１）。体

数

檀色庭点扉

100 150 200再39体長1画

０

２

図１－１日原川のイワナの燈色斑点の有無と体長組成

２）分布

採集および聴き取り調査の結果、現在都内でイワナか生息するのは日原川各支流の源流部か中心で

この他にも日原川本流や多摩川（日原)||合流点～白丸ダムの区間）て採集されることが知られている。

しかし、日原川本流や多摩川での漁獲量は少ないものと思われた。

一方、かってイワナの生息をみたか現在全く生息しない)11として多摩)Ⅱ本流に注ぐ水根沢と奥多摩

湖南岸に流入する岫沢かあり、東京都水道局小河内貯水池管理事務所には１９６０年４月８日に岫沢で

採集されたイワナの標本１個体

(全長９７ｍｍ）が保存されている。

水根沢のイワナは太平洋戦争

中の鉄鉋出し（川を利用した材

木の搬出）によって絶滅したと

いう。

これらの分布の状況は図１－､fiP;j7ilI5ljjlL葱＝ 2に示した。

Ｉ
頃

ﾉ〃

lii ●は現在のイワナの生息を、○は

かって生息したか現在は生息しし

ないことを示す。イワナの分布

する各支流について、図中の番

号と川の名称との対応は以下の

とおり。

１.水根沢２.岫沢３倉沢
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図１－２都内における現在および過去のイワナの分布
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３）年令と成長

ア．鱗による年令査定

成長休止帯の形成時期を求めるために比較的標本数の多かった、１輪群（成長休止帯を１輪もつ年

級群について縁辺成長率（Terminallndex）

を求め図１－３に示した。日原川は１０～２月の

４ケ月が禁漁期間であり、また、この間は積雪等

のため採集か困難である。このため冬期間（１１月

～２月）の採集標本は得られていたいが、今回用

いた３月から１０月の間に採集された標本の鱗で

は、８月から９月にかけてその縁辺部が成長休止

帯である個体が現われはじめること、また翌年の

４月には、すでに新しい縁域（成長休止帯から成

長帯へ移行する部分）が認められることから考え

て、この成長休止帯は、８．９月ごろから翌年の

２．３月ごろまでの間に１輪形成されるものと,思

われた。また、輪群別体長組成を図１－４に示し

たが、この図からも、成長休止帯か年に１度形成

されることからうかがえた。
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以上のことから鱗面上に見られる成長休止帯の数を用いることにより本川のイワナの年令を査定する

ことができるものと,思われた。

なお、耳石による年令査定もおこなった２４個体について、その判読年今を鱗による判読年令と比

較した結果、その値が一致しなかったのは１個体（全長１５７１mm、鱗で1＋年魚、耳石で2'~年魚と判読）

のみであった。

イ．成長

絶対成長：今回用いた標本は、全て３～１０月に採集されたものであるか、この期間を３月～６月

７月１０月の２期に分け、その年今別の平均体長を求めたものを図１－５に示した。日原川における

イワナの産卵期は、採集魚の成熟状態などから１０～１１月と考えられた。浮｣稚魚（全長3～４，，

の出現が見られるのは、５月頃であり、その年の秋には標準体長で５～６ｍ（全長６～７ｃｍ）に達し

さらにその翌年の秋には平均標準体長約１２，１（全長１４ｍ!）、産卵後満３年を経過した秋には平均

標準体長１５cｍ（全長１８ｃｍ）に達することか明らかになった。

相対成長：体重（Ｗ）と標準体重（Ｌ）の関係を図１－６に示した。両者の関係は、Ｗ＝26.03×

１０~６L29O6であり、体重は標準体長のほぼ３乗に比例した。また、標準体長と全長（ＴＬ）の関係

はＴＬ＝５．８６４９＋1.136OＬ（γ＝０９９７）であった。

ウ．年令と成熟

’７月中旬以降に採集された標本では、成殖腺の成熟かすすみ、その年の秋の成熟の可否か判別でき

るので、これらの４８個体について、その年の秋の成熟の可否を雌雄別、年今別に調べ、図１－７に

示した。

この結果、０＋年魚は、産卵後満1年を経過した産卵期にたっても雌雄とも全ての個体が成熟しな

かった。１＋年魚では雄はその年にほとんどの個体（83筋）か成熟するか、雌ではその割合は１８筋

と成熟するものはわずかであった。雌雄ともに全ての個体が成熟するのは2＋年魚の秋（産卵後満３

ｊ

標
単
体
長
画
く 図１－５日原川のイワナの年令と成長

←･→は平均値（・印）とその標準偏差

（矢印の範囲）を示す。

一○＋－－－－１＋一一三十一一

年今
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年経過）であった。

エ．釣獲採集した個体と年令と体長

今回の研究に用いた９９個体の標本のうち１１個体（全長５７～４１７１mm）は手綱によって採集した

か、残りの８８個体（全長１０２～４７９１ｍ）は釣りによって採集された。釣獲採集標本の体型は、一般

遊漁者の漁獲傾向をある程度反映するものと考えられたので、その年令と体長について調査した。

今回の採集標本の採集方法別の年令組成を図１－８に示した。蚕允、釣りによって採集した個体の

年今別体長組成を図１－９に示した。

この結果、釣りによって採集した個体のほとんどか、’＋年魚と２+：年魚であり、その各々の年級群

の全釣獲採集魚数に対する出現率はそれぞれ、62.5妬と31.Ｍであった。

今回の釣獲採集標本のうち、現行の東京都内水面漁業調整規則に定めるところの漁獲制限体長で

ある全長’2c,,z以上の個体についてその年級群組成をみると、やはり’+年魚の占める割合７６K高かった。
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３．考察

形態：稲村.中昇は本州のイワナ属魚類の赤色系斑点は一定の体長に達すると出現し､その出現

は生殖巣の成熟と関連をもつのではないかと推定している｡蚕た､中村i沼L日原川のｲﾜﾅの橿色斑点
＊

の出現体長を全長約２００ｍｍと推定している。

今回の結果から、日原Ⅱ|のイワナの榿色斑'点は全長１７７mm以上の個体で出現力頴められたが､全長

175および１７８ｍｍの雌の２個体では生殖巣はその年の秋に成熟すると思われたが燈色点の発現をみ

なかった。また、全長１０７～1551,,1の雄の５個体ではいずれも成殖巣はその年の秋に成熟するもの

と,思われたが、橿色斑点の出現はみなかった。

イワナの燈色斑点の出現が生殖巣の成熟と関連をもつとすれば、このことは本種の人工種苗生産に

とって重要な意味をもつので、今後更に多くの個体について、季節および採集場所も考慮して検討を

加えていきたい。

＊中村3）は「赤色斑点」と表現している。
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分布：日原川の各支流において現在イワナが多く生息する地域は、図’－２に示したように各支

流の源流域である。しかし、この他にも日原)'|本流や多摩川において時おりイワナが採集されており

これらは源流部からの流下個体が主体であると考えられた。,

釣り人からの聴き取り調査によれば、１９７０年ごろにはこれらの各支流ではイワナの生息域は現在

よりもかなり下流におよんでいたという。また、その漁獲される体型は近年小型化の傾向力顕著であ

るという。

こうしたイワナ資源の減少を、今回は具体的な統計としてとらえることはできたかったか、地元の

人達をはじめ多くの釣り人達からの情報と著者らの採集調査の経験から日原川のイワナ資源が減少し

ていることは明らかな事実と考えられた。

かつてイワナが生息しながら現在その分布をみない、多摩)Ⅱ本流水系の水根沢や岫沢は、後述のイ

ワナ発眼卵放流の効果を判定するための実験河川として最適と思われた。このうち岫沢では１９７９年

に発眼卵の埋設放流を実施しその後の稚魚の生態を調査中である。

発眼卵放流は、放流にかかる人手か少なくてよいこと、種苗単価が安いことなどの利点をもつ反面

標識が困難であり、在来のイワナの生息する河川ではその放流効果の判定が難しい。従ってイワナの

生息条件を備えた水根沢や岫沢における放流効果実験は今後の重要な課題とたろう。

年令と成長：東京都における現在のマス類の漁獲制限体長は全長１２，２であるが、すでにのべて

きたように、この漁獲制限体長では、ｏ＋年魚の漁獲は阻止できるものの、，＋年魚の漁獲を阻止す

ることはほとんど不可能である。

日原)||のイワナが雌雄ともに、群成熟率が１００冊となるのは２＋年魚の秋（全長約１８ｍ)であるの

に対し、現在の漁獲制限体長による規制の下では漁獲魚の多くは、をだ１度も産卵に参加していない

１＋魚なのである。このような現在の漁獲状況か続けば、日原川のイワナ資源が近い将来枯渇する恐

れも十分にありうるものと考えられた。

以上の結果から、本Ⅱ|のイワナ資源の繁殖・保護をはかるための理想的な漁獲制限体長は、全個体

が一度産卵の機会をもった3咋魚の全長２Ｍ'程度を採用するべきであると思われた。

Ｂイワナ発眼卯の埋設放流

１．材料と方法

発眼卵の放流箱は、AnnonVmous4）のべピールポックスを参考に、当場で２種類を作成した。－

種はアトキンス式ふ化盆に用いられている金網を用い、大きさは６０×６０×６０，，１､網目は２×２０ｍｍ

であった。もう－種は厚さ２，ｍのアクリル板を接着したもので、大きさはアトキンス式金網使用のも
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のと同じで、アクリル板にあけた穴の大きさは３×１０～151ｍであった‐（図１－１０）。

放流に用いられた発眼卵はいずれも当塲で採卵後発眼までふ化槽に収容されたもので、親魚はすべ
て日原川由来のものである。

放流卵はすべて当場から搬出される前にヨード剤（商品名イソジン）２００倍溶液１５分間浴によっ

１
１
…

２瓜兵Ｚ－ｊｍｎ

Ａ Ｂ

図１－１０発眼卵放流箱の形態

（Ａはアトキンス式ふ化盆の金網製Ｂは穴をあけたアクリル板を接着してつくったもの｡）
て消毒をおこたった。

放流場所は１９７９年は倉沢に２地点、１９８０年は倉沢と岫沢にそれぞれ２地点の合計４地点を選定

した。放流時期、放流卵数等に関する資料は表１－２に示した。

放流地点の河川形態は、河児５)、水野．御勢6)のいうＡａ型であり、放流場所の流速は倉沢か1～２

７７１/seｃであったのに対し、岫沢では0.5～0.Ｍ!／seｃであった。

放流場所は瀬または淵尻であり、なるべく砂泥の堆積の少ない場所を選んだ。

埋設方法は、まず河床を２０ａｎぐらい堀り下げ、その底に埋設箱を置き、その周囲にニワトリの卵

大の石を置く。これは、箱から出た稚魚のための間隙をつくるためである。さらにその上にはふ化稚

魚を外敵の攻撃から守り、左た埋設卵に日光か当たるのを防ぐためのクルミ大の,｣石を重ねて河床と

同じ高さとした（図１－１１）。

水面

JSA-`2ク
と刃⑪

水流

河床面

図１－１１発眼卵の埋設方法

－９－



２．結果と考察

放流卵のふ化率は４８～９４冊であり（表１－２）、１９７９年の倉沢での結果は９２および９４９６と

良好であったが、１９８０年は４８および６５％と不良であった、

表１－２発眼卵の放流に関する資料とそのふ化率

放流卵数 ふ化率的放流年月日

１９７９．１．１６

〃

１９８０．１．１０

〃

埋設地点数

１

１

２

２

倉沢

〃

"

山白沢

３６８

〃

1，６００

２，０００

２
４
５
８

９
９
６
４

１９７９年には箱内に残る死卵は少なく、水生菌の寄生はみられたかった。しかし１９８０年の放流で

はいずれも埋設穴への泥の堆積が著しく、死卵には水生菌の顕著を寄生がみられた。

倉沢で１９７９年におこなった３回（２月８日、３月２７日、４月２８日）の追跡調査では、３月27日

にかなりさいのうの吸収のすすんだ稚魚が箱内にいるのかみられたか、４月２８日にはもはや箱内に

滞留している稚魚は全く認められず、浮上時期は４月中旬ごろと考えられた。それぞれの調査日の水

温は表１－３に示した。

表１－３１９７８年の倉沢における

イワナ発眼卵埋設地点の水温

回泪､亦訴

ベビールポックスの長所として、Annonymous4)は、１）埋設か容易であること、２）放流後の観

察のできること、３）さいのうの吸収が終わるまで稚魚は箱から出られないので、ふ化後の流失を防

ぎ、天敵の攻撃からも保護されること、４）稚魚のふ化後、箱内に残った死卵数を数えることによっ

てふ化率を知ることができることなどをあげている。

箱内の残卵数によって求めた今回のふ化率から、建設場所が適当で、砂泥の流入か左<、放流卵か

良好ならば、本法による放流では９０冊以上のふ化率が期待できるものと思われた。通水の良好な、

最適の埋設場所を選定することが、マスの発眼卵放流において最も大切なことはAnnonymous4）も指

摘しているとおりである。
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放流卵のふ化後の生態については、わずか１回の調査であったが、UMtl沢において、放流の５ケ月後

の６月２１日に４個体（全長３９～５１ｍｍ、体重０．８～1.9牙）を採集し、ふ化稚魚がその川の環境内
で成長することかあきらかになった。

しかしその放流効果を判定することは、今回の３年間の調査では不可能であり、今後も毎年の放流
と追跡調査を継続していく必要がある。

Ｃ・日原)||のイワナの資源管理に関する提案

今回得られた結果から、日原Ⅲ'のイワナの漁獲制限体長を従来の全長１２C771から２０c77z程度にすべ
きとしたのは前述のとおりである。

加藤ら7)は秋川支流におけるヤマメ人工ふ化魚の放流において、放流魚か解禁後の数ケ月でほとん
ど釣獲されてしまうことを指摘している。

日原川の本．支流においても、漁期中は毎日入漁者が絶えたい現在の状況では、近い将来都内のイ

ワナ資源か絶滅しないとは言いきれない状態にある。これを防止する手段として実効があると思われ

るのは、イワナの生息する源流域のある区間を永久禁漁区化することである。源流の特定区域を永久

禁漁区化することによって、この区間では他の自然環境の破壊行為がないかぎりイワナ資源は人為的

な減耗をほとんどうけずに再生産をくりかえすことになる。

この方法では入漁者は、その禁漁区の下流区間において、源流部の禁漁区間から流下してくる個体

を主体に漁獲することにたるが、漁獲努力か飛躍的に増加した現在、都内のイワナを絶滅させたいた

めの手段として、遊漁者、漁業協同組合、研究者の３者間でこのことについて検討を試みることをの
ぞみたい。

さらに、この方法をとるならば、禁漁区間を設けた代償としてその下流の一般漁区には人工ふ化イ

ワナの放流もしくは発眼卵放流をおこなうなどの積極的な増殖策を施し、入漁者の漁果の充足をはか
る必要かあろう。

こうした天然魚と人工ふ化放流魚の目的に応じた「使い分け」はCooper8）が指摘する河川のマス

類資源の総合的管理の方向と一致するものと考えられ、今後検討していくべき－つの方策としてここ
に提案するものである。
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Ｈウグイの資源保護に関･する研究

ウグイＴγZ6oZocZo〃／bαﾙo7Le7zSW’は多摩111水系における重要な遊漁対象魚種であり、子供から

大人まで広い層の釣りファンを持っている。

中淨)および中村3)によれば本種は、かつて多摩111の上~下流域を通じて多数が生息し、本)Ⅱを代

表する最もポピュラーな魚種であったという。しかし現在の多摩)Ⅱ水系における本種の主な生息域は

多摩川本流では羽村取水堰より上流部および秋川・平井)||などに限られてしまい、多摩)||本流の中．

下流部ではあまり見られたくなっている。

多摩川水系沿岸の各漁業協同組合は、本種の増殖対策の一環として人工産卵床の造成および保護を

おこなっている。本研究では、これらの産卵床につき、その歴史、構造、集さる魚の生態などを聴き

取り調査や観察によって記録するとともに、これらの人工産卵床に集まる魚の一部を採集し、その産

卵生態について解明を試みたので、その結果を報告する。

１．調査方法

多摩川水系沿岸の各漁業協同組合員に、人工産卵床の造成法を中心に、集まる魚の生態などについ

て聴き取り調査をおこなった。

１９８０年４～５月には青梅市宮の平地先の多摩Ⅱ|に、奥多摩漁業協同組合員とともに人工産卵床の

造成をおこない、同時期に奥多摩町古里地先の多摩川にも水産試験場員の手による人工産卵床を造成

し、集まる魚の生態を調査した。

１９８０年５月には青梅市御岳の多摩川（奥多摩フィッシングセンター内）にある天然産卵床におい

て、ここに集まる魚の採集と産着卵の採集をおこなった。

魚の採集には投網（２０節）を用い、同一の産卵床について集魚の初期と終期の採集をおこなった。

卵の採集にはサーパーネット（２５×２５cwlコドラート、ＧＧ５０メッシュガーゼ付）を用い、産卵床

の上端から下端まで３ケ所の採集をおこない、産卵床内の産卵数を試算した。

採集した魚および卵は現場で１Ｍホルマリンで固定した後に実験室へもちかえり、計測に供した。

２．結 果

造成の歴史：聴き取り調査によれば、多摩川水系では５０年以上昔からウグイの人工産卵床の造成

かおこなわれており、青梅市付近ではこれを「クキ付け場」などの名称で呼んでいるという。
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但し、「クキ付け場」は、産卵床として保護するためではなく、そこに集蚕る親魚の漁獲を目的と

して造成されたものであった。しかし現在では漁業協同組合によって、産卵床としてのみ造成され、

その周囲を囲い、立て札を立てるなどして保護・管理されている。

造成の実際：聴き取り調査によれば、産卵床はウグイの産卵期に造成すれば必ず集魚がみられる

というものではなく、造成場所の選択は集魚のための重要な条件であるという。その選定のポイント

は、下流に大型の淵（ここに親魚か多数生息している）の存在する瀬を選んで造成するということで

あった。

造成場決定のためのもう一つの重要なポイントは、近くに砂利の採取の容易が河原があるというこ

とであった。後述のように人工産卵床には河原の砂利が大量に投入されるので、その運搬の労力を軽

減するために、このことは重要であるということだった。

多摩川水系の各地先に造成された産卵床を観察した結果、本水系沿岸のウグイ人工産卵床の造成法

は、その地先によってやや異ることもあるか、基本的な構造において大差はなかった。

造成適地は一般に比較的流れの緩やかな瀬で、その水深は２０～４０ｍ程度であった。

造成法は、必ず、水流に対して直角に大型（直径３０～７０ｃｍの石を並べる（さたは木の杭を河床

に打ちこむ）ことにより水中に小規模な堰（幅１．５～２ｍ）を構築する（図２－１，Ａ）。この堰の

すぐ上側には上流からの砂泥の流入を防ぐ目的で若干の砂利が積まれる（図２－１，Ｂ）。次に、こ

の堰のすぐ下流の、産卵床に相当する部分の河床を全面にわたって４０～６０cm程度堀b下吠その底

に直径３０～４０c771程度の平らな石を敷きつめる。この上層には直径１０～１５cm程度の砂利を水深３０

c771程度になるまで投入し、さらにその上層に直径３～５，１程度の砂利を投入して産卵床の最終的な水

深が２５cm程度となるようにする（図２－１，Ｃ）。最後にこの砂利の部分のほぼ中央に深さ１０，１

程度の長円形の凹みかつけられる（図２－１，，）。

なお、この造成法は昔から伝えられるものを忠実に踏襲しているとのこであった。

また、人工産卵床はその年の産卵期かぎりのもので毎年新しく造成がおこなわれていた。

今回観察した多摩川水系各地の人工産卵床の規模は、幅２～４ｍ、長さ2.5～４．５７?ｚ程度であり、

その表面流速はおおむね毎秒０．５～０．６ｍであった。

１９８０年４月２１日に青梅市の宮の平地先に２ケ所の人工産卵床（いずれも幅４ｍ、長さ４５ｍ程

度のもの）を造成した際、大人１３人の作業で造成から完成まで約３時間３０分を要した。

産卵期：現在の多摩川水系において、ウグイの生息量の多いと思われる羽村取水堰より上流部の

多摩川と秋Ⅱ|において、聴き取り調査および産卵床の観察をおこなった結果、そのウグイの産卵期は

秋川で４月中旬から５月初旬、多摩Illで４月下旬から５月中旬であった。産卵期はおおむね下流で早

く、上流にいくに従って遅くなる傾向がみられた。この時期の水温は、秋川の五日市地先で２０℃前

後、多摩川ではダム放水の影響で場所による差か大きいものの、１０～１４℃であった。
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図２－１ウグイ人工産卵床の形態と構造
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図２－２多摩川上流におけるウグイ産卵床の観察地点（●印）

１９８０年４～５月に、多摩川上流の宮の平、御岳、古里の３地点（図２－２）で産卵期を調査した

結果、産卵期は下流の宮の平が上流の御岳よりも半月ほど早かった。古里は御岳とほぼ同時期であっ

た。（表２－１）。

表２－１１９８０年４～５月に多摩川上流で観察された

ウグイの産卵時期

産卵床の種別 造成月日 集魚期間地点

宮の平

御岳(1)

御岳(2)

古里

水温(℃）

１０．１

１:：
１１．２

工
工
然
工

人
人
天
人

4．２１

５．７

4．２２－２８

５．８－１１

５．１２－１７

５．１４－１７4．２６
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産卵生態：産卵床に集魚のみられる期間は４～７日間で、１９８０年４月２１日に青梅市宮の平に

造成された人工産卵床（幅４腕、長さ４５机）では造成の翌日から集魚がみられはじめ、４月２３日に

は数千尾以上と思われるウグイか群泳し、産卵床内に入りきれないほどの状態であった。産卵床に集

まる魚の数は以後日を追って減少し、４月２９日には全くみられなくたった。

この間の観察では、初期に大型魚か多く、終期に近ずくに従って魚体は小型化するようにみえた。

産卵床に集合する魚はいずれも婚姻色（体側にある鮮やかなオレンジ色の縦帯）の発現が顕著であ

ったか、終期の小型個体では婚姻色の発現のないものもみられた。

1980年５月１３日および５月１７日に、青梅市御岳の天然産卵床（表２－１の「御岳(2)」の産卵床）

で集まった魚の投網による採集をおこない、各々５７および２８個体のウグイを採集した。５月１３日

は集魚の最盛期であり、’７日は終期であった。いずれも採集されたのはウグイのみであった。

その各採集日における採集魚のうち成熟個体の体長組成を図２－３に示した。また、この両日の採

集個体をあわせて、その成熟個体の体長組成を示したのが図２－４である。

５月１３日の採集魚は全て成熟個体で、１個体の抱卵雌魚（標準体長８８ｍｍ）を除き、あとは全て

雄魚であった｡５月１７日の採集魚には４個体の未成熟魚（標準体長６７～69,,1で、雄３個体､雌1個

体）が含まれた。当日の成熟魚は２０個体が雄で、４個体が雌であったか、この雌魚のうち３個体は

すでに産卵を終了していた（表２－２）。

同じくこの両日に採集した標本の標準体長（Ｌ）と体重（Ｗ）の関係を図２－５に示した。その関

係式はＷ＝４．３５４×１０毛Ｌ２８２７Ｏであった。

1ｓ

Ｎ＝５７

1０

５
０

個
体
数

Ｎ＝Ｚ３

￣￣１１１
１２０

０
1４０８０ 1００

ＵＭＢ体長(■■）

図２－３１９８０年５月１３日（上図）と５月１７日（下図）|/て同じ産卵床で採集した
ウグイの体長組成
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同じ産卵床から採集されたウグイの体長

組成
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表２－２１９８０年５月に多摩川の御岳地先の産卵床で採集した

ウグイに関する資料 ７０ ９０１１０１ｺ０ＵＳＯ

標準体長（画）

体長範囲（nW､） 出現率(禿）

TiTlJii
採集個体数

採集月日 図２－５産卵床で採集したウグ

イの体長一体重関係
5．１３

５．１７

1）未成熟魚３個体を含む。

2）未成熟魚１個体を含む。

さた、これと同じ産卵床内の上端・中央・下端部で１９８０年５月１７日に各々１回サーパーネットを

用い、産着卵を採集した結果、若干のふ化稚魚を含む多数の産着卵が採集された。

重量法によって求めた採集卵数は、中央部が最も多く、３，５２０粒、次いで上端の１，３８７粒で､下

端は大変に少なく１２６粒（実数）であった。本産卵床の面積（集魚のみられた部分）は約８㎡であっ

たので、サーバーネットによる３回の採集卵数の平均値からごく大雑把に算出された本産卵床全体の

産着卵数は２１４，７８４粒であった。

奥多摩町古里の地先に１９８０年４月２６日に造成された人工産卵床では、その後５月１２日にいたるま

で集魚をみなかったが、５月１３日に御岳の産卵床で採集した５個体の成熟したウグイ（全長約１４～

１７ｃｍをカゴに入れて生かしたまま、その産卵床上部に埋設したところ、５月１５日になって約２００

個体の集魚がみられ、産卵床の砂利には多数の産着卵が観察された。

－１６－



3．考 察

長野県の千曲川地方では、産卵床を造成しこれに集まるウグイを漁獲する、いわゆるツケバ漁業が

さかんであるが、このツケパ漁業と千曲川産ウグイの産卵生態については川尻'0)の詳細な報告がある。

今回の結果も同報告と一致あるいは類似する点が多数みられた。

多摩川水系のウグイ人工産卵床の基本的な構造は千曲川地方のウグイ人工産卵床の一種である「揚

川」または「揚付場」と呼ばれるしのに類似していた。

また、ウグイを産卵場へ誘引するために、ウグイの成熟魚を生かしたまま産卵床の上流に埋設する

ことは千曲川地方でもおこなわれており、このことは多摩川水系で造成にたずさわる人達しみ左経験

的に心得ていることであった。

人工産卵床の造成には、藻類の付着のない砂利を用いるが、天然産卵床もまた、付着藻類のほとん

どついていたい砂利の堆積する場所に形成されていた。この他に、河床の砂利がブルドーザーで攪拝

され、その付ラ音藻類が流失した部分にウグイの産卵床が形成されたという例が２ケ所で観察された。

これらのことからウグイの産卵には付着物のほとんどない砂利の堆積が必要であることがわかる。従

って有機汚濁の進行に伴う河床でのミズワタＳＩＤﾉHag70ifZZZ`４s、の繁茂などはウグイの産卵を阻害する

最も大きな要因の１つとなりうるものと考えられた。

９今回産卵床で採集された親魚の体長組成をみると、標準体長80～85ｍに平均値をもつ群と､105
～１１０，，に平均値をもつ群の２群力識別できるように思われたが詳細な解折はさらに年令査定なども

加味しておこだう必要があると考えられた。

産卵床には初期に大型魚が出現し、終期に左るに従うてその体型が小型化していくことを川尻’o）

も指摘しているが、今回の採集では標本数が少ないためにこのことを論じることができなかった。

今回の採集魚のI生比をみると雄の出現率は５月１３日が９８．２妬、５月１７日が８２．１妬と圧到的に雄

の出現率が高かった。川尻１０)は、千曲川の人工産卵床で漁獲されるウグイの漁期（３～６月）を通じ

ての性比が、漁期の初期では雄が多く（約７０～８０妬）、終期ではその出現率は逆転して雄は約３０

～３５筋となるとしているが、このことについてはさらに多くの産卵床について検討していく必要が

あろう。

ウグイは群泳しながら河床の砂利の間隙に産卵するので、集魚の盛期には、その規模にもよるが数

百～数千個体の親魚が産卵床に密集することにだる･またこれらの親魚は産卵行動中に人が近づいて

もあまり逃避し左いので、投網等を用いれば容易に多数が捕獲されてしまう。しかし多摩川水系の人

工産卵床では、その周囲を囲み、立て札を立てるなどして、親魚の漁獲をほぼ防いでいるので、ウグ

イが産卵後も生残する個体の多い'c》ことを考えれば、その造成と保護は本種の増殖上意義のあること
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と思われた。

多摩Ⅱ|上流部において、ウグイ産卵床の造成と保護にとって最も大きな問題は、この時期に毎日お

こなわれている小河内ダムの放水による水位の増減と思われた。増水時に産卵された卵が減水時に水

面上に千出して死滅することはかなりありうることと思われ、川房0)も千曲川において同様の事態を

報告している。多摩川上流でも人工産卵床を造成するにあたっては、この点について－番考慮がはら

われていた。

昭和５５年度の奥多摩漁業協同組合管内の多摩川本流における入漁券の販売実績は､アユ年券1,565

枚、同日釣り券８，００５枚、雑魚年券１，０４３枚､､同日釣り券２４，６０４枚と圧到的に雑魚日釣り券の販

売枚数が多かった。このことは多摩川上流においてウグイ・ヤマメを対象とする釣り人の割合が多い

ことを示すものと思われた。

従ってウグイ資源の保護のために、すでにのべてきたような、有機汚濁進行の阻止をはじめとする

ウグイ生息環境の保全策を積極的にすすめていくことは、今後の多摩川水系の漁場管理の一つとして

不可欠であると,思われた。
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Ⅲ河川の環境に関する研究

多摩Illの－支流である平井111は、西多摩郡日の出町および秋川市を貫流する都内では中程度の河川

であり、主として釣り（遊漁）によって一般都民に利用されている。

本川は、これと平行して流れる秋111と同様に、まだ比較的汚濁のすすんでいない)||と思われるか、

その水生々物に関する調査は断片的におこなわれているにすぎず、今回水生と物とその生息環境の関

連を究明し、あわせて平井川の現状を記録する目的で、１９７８～８０年の３年間にわたり、魚類および

底生動物の採集を主体とした調査をおこなったので報告する。

Ａ平井川の地形と環境

平井川はその水源を日の出山（標高９０２ｍ）付近に発し、日の出町の大久野付近まで山間部を流下

したのち、平地流となって草花丘陵と秋留台地の間を流れ、秋川市二宮地先（標高約１１０ｍ）で多摩

111に合流する。その流程は約１９Kｍである（図３－１，３－２）。
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Ｉ
5０．６

採石租■ 高原編

、
川

多⑪

ｌ

底」〉い〉Ｊ、ｆ剥
一、入麺‐

"Ｉ 壕

■

セ
メ
ン
ト
工
期

足
下
田
咀
堤

川

５０．２諏
訪
下
僑

平
５０．３

丼

百
瀬
橋

蕊j二！；
川

〃 證、
楢５０．１

０ ４
ｎ日、Ⅱ日

1Kｍ

図３－１平井川の地図と調査地点
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Iｈｍｌ

図３－２平井川の勾配と魚類の分布範囲

多摩川合流点付近（ｓｔ､１）の)||幅（河Ⅱ|敦を含む）は約１０～２０ｍ、流れ幅は約５～１５ｍであ

る。日の出町宮本の千石橋（ｓｔ､３)付近では、Ⅱ|幅は約８～１０加、流れ幅は４～８ｍとなり、最上

流の滝本（ｓｔ､７）付近では、川幅は約５～７ハ流れ幅は約１～２ｍの溪流となる。

水量は少なく、特に大久野の掘口橋付近では、渇水時には伏流水のみとなる区間かある。水深も、

堰堤直下などの最深部で７０～８０c772となる他は、おおむね水深２０ｍT程度の瀬が全川を通じて多くを

占めている。

本川の源流より大久野付近までは山間部を流れるため、両岸は森林がほとんどを占め、これに小規

模な畑地か散在する程度であるが、111か平地を流れる足下田付近より下流では、両岸は水田の占める

割合が大きくなる。

集落は源流の滝本より下流の全川にわたり〈沿岸に散在し、特にここ数年、宮本付近の河岸近くで

大規模な宅地造成と住宅建設かすすんでいる。

本川の水質は、志摩・浜中Ｕ)によれば表３－１のとおりで、１９７６年の時点でＢＯＤＬ７～4.3ｐｐｍと

水産用水基準’～３級に相当した。また同報告'1)は本川に開口する排水口について調査し、その多く

が未処理下水であるとしている。

本川の水はおおむｵa透明で、底石には硅藻等の付着藻類か繁茂していた。これに対し平井)||合流点
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表３－１平井川の水質（志摩・浜中、１９７７より）

表３－２平井川の魚類とその利用

釣魚 食用魚 雑魚 その他

ウナギ

ヤマ メ

アユ

タモロコ

ツチフキ

カマツカ

モツゴ

ウクイ

アプラハヤ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジヨウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギパチ

ナマズ

カジカ

ヨシノポリ

ジュズカケハゼ

。
◎
。
○

。
◎
。
○ ○＊

○
◎

○

。
◎
。
○

○
○
。
◎

○
○

○
◎

＊ウナギ釣りのエサとして小型魚を用いる。◎印は評価の高いことを示す。
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採水地点名 調査
年月日

時間 ｐＨ 透視度 容存
酸素

ＢＯＤ 備 考

東細尾

西平井橋
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０
０
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■
Ｂ

８
８
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＞３０

＞３０

＞3０

1０

ppm

1０

１０

1３．８

ｐｐｍ

１．７

4．３

2．３

３．５ 秋川市鯛査による

多西橋

８
２

１
２

０
●

５
２
１

１
０

５
５

２：３０

５
６
１
９

◇
●
●

８
７

＞３０ ９

1２．３

3．８

１．８ 秋ﾉ'1市調査lこよる



付近の多摩川本流では、水は黒灰色に濁り、底石にはミズワタＳｐ/Iac70tzJWの繁殖がみられるな

ど有機汚濁の進行が明らかであった。

水温は、水量が少ないだけに夏季の上昇が大きく、１９７９年８月９．１０日の調査では、多摩川合流

点付近（ｓｔ､１)で２６℃、千石橋（ｓｈ３)で２７℃、最上流の調杏地点の滝本で１８℃を記録した。

１９７９年８月１０日の北大久野)|'（ｓｔ.､５）の水温は２８８℃と平井川本流の落合の水温（１９．２℃）に

比べてかたり高かった。先ほどのべたように平井川本流は大久野の掘口橋付近で一度伏流となり、落

合には表流しはじめたばかりの低温の浸透水が流れてくるため夏季のこの地点の水温が低いのではな

いかと考えられた。

冬期は、水量は少ないものの流れかあるため結氷は止水部以外ではみられない。

本)||の多摩)||合流点より足下田堰堤に至る区間は秋川漁業協同組合の管轄下にあり、アユ・ウグイ

・オイカワ・フナなどを主体とした釣りかさかんである。同漁協は本川に毎年ウナギ・アユ・フナ・

コイの４種を放流している他、ウグイ・オイカワの産卵床の造成・保護をおこなっている。

足下田堰堤より上流部には漁業権は設定されていないか、日の出町の肝要には本川の一部区間を利

用したニジマスの河川釣り堀があり、一般都民に利用されている。

Ｂ魚類調査

１．調査方法

平井)||の水生を物相を代表すると思われる７定点を、多摩川合流点から滝本に至る間に設定し（図

３－１）、1978年７月２５．２６日と、１９７９年８月９．１０日に、これらの各地点およびその付近で魚

類の採集をたこたった。また、１９８０年８月２日には補足的採集調査をおこなった。

この他に適宜地元の漁協員や釣り人を対象に聴き取り調査をおこない、各種の現在および過去の分

布域について調査した。

採集には投網（２０節）と手綱（４０節)を適宜用い、採集物は現場で１０妬ホルマリンで固定したの

ち、実験室へもちかえり、中村'2)に従って種の査定をおこなうとともに、採集個体数と体型の計測を
おこなった。フナについては亜種を区別しなかった。

2．結果と考察

今回の調査で採集された魚種は以下の９科１９属１９種であった。
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ウナギ科ＡＮＧＵＩＬＬＩＤＡＥ

ｚｆ〉ｚｇｕＺ〃αノqDo7LzcaＴｅｍｍｉｎｃｋｅｔＳｃｈｌｅｇｅｌ

サケ科ＳＡＩＭＯＮＩＤＡＥ

ＯｎｃｏγんｙｎＭｕＪｍ“ＯＬ（Brevoort）

アユ科ＰＬＥＣＯＧＬＯＳＳＩＤＡＥ

ＰＪｅｃｑ９Ｊｏ“zLJaZtdzノノZsTemmincketSchlegel

コイ科ＣＹＰＲＩＮＩＤＡＥ

Ｇ７ｗｚｔﾉﾚ叩q9o〃ｃＪｍＶＱｍｓｅＺｏ〃yaZ“（TemminchetSchlegel）

Ａ６６ｏｆｆＺ〃ａ、ﾉuJaγ2ｓ（Basilewsky）

ハemoyo6Zoesocz"“（TemmincketSchlegel）

地方名：コトウ、コトプン

ハe皿o7aF60γａｐａγひａ（TemmincketSchlegel）

ＴγZ60Jodo〃ノレａｋｏｗ７Ｄ`Ｗ、（Giinther）

地方名：ハヤ、ホンパヤ

１M。γocoJWZmZac/hDcγＺ（Sauvage）

地方名：マグソッパヤ、クソンパヤ

ZaccopJafypcLJ（TemmincketSchlegel）

地方名：パカッパヤ、オコゼ

Ｃａγαj､J､DLS、azLγαｔｚＬｓ ＴｅｍｍｉｎｃｋｅｔＳｃｈｌｅｇｅｌ

ドジョウ科ＣＯＢＩＴＩＤＡＥ

ＭＺ３ｙｚＬγ､,ｕｓα､〃Z〃Ｚｃａｕｄａｍｓ（Cantor）

Ｌ`んαcc/bZlonza JordanetRichardson

地方名：オバパ、オパパドジ贄ウ

Ｃｏ６ＺＺＺ３６ｍａｃＪｏｒｄａｎｅｔＳｎｙｄｅｒ

地方名：スナモグリ

ギギ科ＢＡＧＲＩＤＡＥ

ＰｓｃｍＯ６ａ９ｍｊ、α皿γα几fzaczLs（ＴｅｍｍｉｎｃｋｅｔＳｃｈｌｅｇＣ１）

地方名：ギンギョ、ギンギョパチ

ナマズ科ＳＩＬＵＲＩＤＡＥ

ｈγ“ZZzLγuＦａ３０ｍｓ（Linnaeus）

1．ウナギ

２ヤマメ

3．アユ

コ
キ
カ

ロ
フ
ツ

モ
チ
マ

タ
ソ
カ

●
●

４
５
６

7．モソゴ

8．ウグイ

9．アプラハヤ

１０．オイカワ

1１．フナ

１２．ドジョウ

１３．ホトケトツョウ

１４．シマドジョウ

１５．ギパチ

１６．ナマズ
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カジカ科ＣＯＴＴＩＤＡＥ

ＣｏｔｔｚＬ３ｐｏ〃zLm Giinther

ハゼ科ＧＯＢＩＩＤＡＥ

Ｒ/bZnWo6ZuF67zL7m,ezLs（TemmincketSchlegel）

地方名：チ圏コカジカ、スイソキ、スイヅチョコ

Ｒ/lccZo7LZZc/Ｍｂｙ３Ｚａｅｚﾉzs Steindachner

1７．カジ力

１８．ヨンノポリ

1９．ジュズカケヘゼ

中村3)は、１９７６年に平井川の魚類について採集調査をおこない、５科１４属１４種（但し、フナ

はキンプナとギンプナの２亜種が区別されている）を採集している。このうち今回の著者らの採集魚

種にないものとしてコイCypγ、皿sca7YpZoLinnaeus（全長９７．６mm、諏訪下橋で１個体の

み採集）１種が記録されている。この結果、１９７６年から１９８０年の間に本川で生息が確認された魚

種は９科２０属２０種（但しフナは更に２亜種に分けられる）となった。

これらの各魚種の採集地点は今回の結果と中村3)の結果を併せて、別図３－１～３－１９に示した。

また地点別の採集記録を別表３－１に示した。

各種の採集の概要は以下のようである。

ウナギ：千石橋（st､３）で全長6221ｍの個体を１尾のみ採集した。本種は、秋)||漁協によって毎

年稚魚が放流されており、ウナギは淡zk域のみでは再生産しないので、今回の採集魚も放流魚と考え

られるが、平井川においてウナギがこのような大型魚に成長することか明らかになった。

ヤマメ：上流部の松尾（ｓＭ）、滝本（st､７）の２地点で採集された他、中村3)は高原橋でも本

種を採集している。本川にはヤマメは全く放流されていたいにもかかわらず再生産かみられ、都内の

ほとんどの川に人工ふ化ヤマメの放流された現在､純系の野性ヤマメの生息する河川として貴重な存在

であると思われた。

アユ：夏季には多の摩川合流点から足下田堰堤までのいたるところで生息がみとめられ､全長１９８

１ｍの個体が採集されていることから、成長することも認められる。しかし水量が少ないことから、秋

川でみられるような友釣りによる利用はあをb盛んではない。

タモロコ・ツチフキ・カマツカ・モツゴ：いずれも菅瀬橋より下流で採集されている。このうち

平井川の周辺での地方名が存在するのはカマツカのみで、本種は本lⅡの在来種と考えられた。中村'2）

によれば、タモロコ、ツチフキの２種は関西地方から移殖種であり、モソゴは少なくとも昭和１０年

以前は調布堰付近から下流にのみ生息していたという。

現在は、この４種とも稚魚が採集されていることから、本川で再生産していることは確実と思わ}縁した。

ウグイ：平井Ⅱ|の代表的な釣魚で、その分布域は多摩川合流点（st、１）から上流の松尾(ｓｔ､６）
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注でと広域にわたっていた。

アプラハヤ：ウグイと同様広い分布域をもち（多摩川合流点から大久野のセメント工場付近まで

採集された）、採集個体数も多かった。しかし本種は地方名のマクソッパヤ・クソンパヤが示すよう

に雑魚として扱われており、釣魚としてはかえりみられていたい（表３－２）。

オイカワ：ウグイとならぶ本川の代表的な釣魚である。その分布域は多摩川合流点から落合

（st､４）付近までと考えられ、北大久野Ⅱ|のｓｔ､５においても採集された。

フナ：本種は毎年放流がおこなわれているが、稚魚も採集されていることから再生産している

ものと思われた。堰堤上部等の緩流部の釣魚として利用されている。

コイ：本種も毎年放流かおこなわれているか、採集個体数は中村3)が諏訪下橋で採集した，個

体（全長97.61ｍｍ）のみでその生息数は少ないものと思われた。本種の再生産については今後検討し

ていく必要があろう。

トツョウ：多摩川合流点から北大久野)'|の間で採集された。多摩)'|や浅川では比較的水質汚濁の

すすんだ場所からも採集されることが知られている'),33

ホトケトヅョウ：小宮久保（st､2）から大久野のセメントエ場付近までの区間で採集されており、

さらに平井Ⅱ|合流点付近の多摩川本流からも’個体か採集されている。

本種は普通水質の良好な場所に生息するので、多摩Ⅱ|本流で採集された個体は上流の清水域からの

流下魚と思われた。

シマトヅョウ：本種は下流の汚濁水域から溪流域童で広い分布域をもつ魚種である。今回も多摩

川合流点から大久野のセメントエ場付近まで出現した。

ギパチ：小宮久保から北大久野)|’（st､５）まで出現した。本種は現在多摩)||の中流域ではほとん

どみられなくなったが、本川ではまだ比較的普通に出現する魚種である。

ナマズ：多摩川合流点で’個体のみが採集された。昼間はあさり活動しないので採集がむずかし

く、従ってその生息状況はよく把握できたかった。

カジカ：ヤマメの出現地点と全く同じ３地点（st,６，７および高原橋）で採集された。本種はか

っては平井)'|合流点付近の多摩)'|本流にも生息していたので、多摩川・秋川と同様に平井)'|において

も本種の生息域の後退がおこっているものと考えられた。

ヨンノポリリュズカケハゼ：両種ともハゼ科の特徴である吸盤状の腹鰭をもつことから、チヨ

コカジカ、スイツキ、スイッチョコなどの地方名をもつか、一般の人は特にこの両種を区別していな

いようであった。

ヨンノポリは多摩川合流点と小宮久保で、ジュズカケハゼは千石橋で採集された。
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平井川とほぼ平行して流れる多摩川支流の秋)||において、東京都水産試験場')は２５種の魚類の出

現を記録している。この中で今回の平井)Ⅱの生息魚種にないものは、スナヤソメＬα叩Ｃｆγα

ｍｍ４ｋｕγ〃（Hatta）、ニジマスＳａＺｍｏ９ａｄ７ｄ几eγＺＲＺｃ/ICZγ血ｏｎ､ニゴイＨ､”6αγ伽

６αγ6u,３（TemmincketSchlegel）、ゼゼラＢ”Ｚａｚｃｚｃγα（Ishikawa)、カワムソ

ZaccofemmncﾙＺ（TemmincketSchlegel）の５種であった。このうちニジマス、ゼゼ

ラの２種は、採集個体数も少なく、秋川における常時の生息魚種とは考えられたいので、スナヤツメ、

ニゴイ、カワムソの３種が平井川に比べて多く出現したことになる。しかし秋)||に比べて３種少ない

とはいえ、その魚類相の豊富さは現在の多摩)||中流域にはみられないものであり、特に平井川の平地

流域で採集されたカマツカ、アプラハヤ、ホトクトツョウ、ギパチなどは現在多摩Ⅱ|の中流域では生

息かあまりみられたい魚種である。

こうしたことから、平井川は、現在の多摩)||水系の中ては秋川とならんて豊富な魚類相を有する貴

重な川であるということができよう。

さた、以上のような採集結果から、平井川の魚類相は、Ⅱ|か山地流から平地流に移行する大久野付

近（標高約２００机）でかなり変化することかうかがわれた。

すなわち、北大久野Ⅱ洽流点の落合より下流部では、コイ科の８種（タモロコ、ソチフキ、カマソ

カ、モツゴ、ウグイ、アプラハヤ、オイカワ、フナ）をはじめ、ウナギ、アユ、トヅョウ科の３種(ド

ジ富ウ、ホトケドジョウ、シマトツョウ）、ナマズ、ギパチ、ハゼ科の２種（ヨシノポリ、ジニズカ

ケハゼ）と合計１７種が採集されているか、一方、高原橋より上流ではヤマメ、ウグイ、カジカの３

種か採集されたにすぎなかった。また、大久野のセメント工場付近では、アプラハヤ、ホトクトツョ

ウ、シマドジョウの３種が採集されており、ウグイを含めたこれらの魚種は平地流から山地流の一部

にまで生息するものと思われた（図３－２）。

これと同様の河川形態と生息魚類相の対応は秋川においても観察された。

平井川に大量に成育する水生顕花植物のコカナダモは、魚類の産卵場、稚魚の成育場、餌料の供給

場などとして魚類の生息に重要な役割を果しているものと思われた。本種は多摩川合流点から足下田

付近までの緩流部に大規模な群落を構成し、その分布は百瀬'3)の記載によく一致した。

これらの今回得られた諸事実から、本川の魚類相は、その下流部にタナゴ類とカジカの生息しない

ことを除けば、昭和３０年代以前のまだ汚濁の進行の顕著でないころの多摩川の魚類相に相似するも

のと,思われた。
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Ｃ・底生動物調査

1．調査方法

調査地点は魚類の調査地点と同じ７地点であった。しかし、松尾（ｓｔ､６）において、魚類は本流

で採集したのに対し、底生動物は、右岸から流入する支沢で採集した。

１９７８年７月25.26日には千石橋（ｓＭ）を除く６地点で、１９７９年８月９．１０月には小宮久保

（st､２）、千石橋、落合（st､４)、滝本(st,７）、の４地点で採集調査をおこたった。

採集にはサーパーネット（２５×２５，１コドラート、ＧＧ５０メッンニガーゼ付)を用い、１地点で２

ケ所の採集をおこなった。採集物は現地で５％ホルマリンで固定したのち、実験室にもちかえり、津

田'4<上野'5〈に従って種の査定をおこない、あわせて出現個体数とその重量を計測した。

各地点の出現種とその個体数から、生物学的水質判定をおこなうために、南部ら16)ＩＤ方法に従って

各地点の多様性指数（DiversitylndexDI＝総出現種数/iZq9総出現個数）を求め、またBeck-
Tsuda法'4）によって各地点の汚濁の生物指数（Bioticlndex、ＢＩ＝２×汚濁非耐忍種数十汚濁

耐忍種数）を求めた。

2．結果と考察

全川を通じての出現種は昆虫類が蝉蛎目８科１７種、蜻蛉目２科３種、積翅目４科６種、広翅目１

科１種、毛翅目５科９種、鞘翅目２科２種、双翅目４科７種の２６科４５種であった。

その他の底生動物は甲殻類２種、ミズダニ類１種、ヒル類１種、渦虫類１種であった。これらの出

現状況およびＤＩ、ＢＩを別表３－２および３－３に示した。

今回の各調査地点のうちその出現種か特異的であったのは松尾（st､６）の右岸から流入する支沢で

あった。本地点の出現種数７種は全地点中最低であり、その底石に強度の有機汚濁の指標

であるミズワタの付着がみられたのもこの地点だけであった。この支沢の上流には山砂利採石場があ

って、調査時にも灰白色の濁水か流れていたが、その出現種も強腐水性水域を代表するホンチョウパ

エ（ハyc/boczαα〃eｍａｔα）が採集されるなど、今回の調査では平井川で唯一の強度の汚濁進行

地点であった。

その他の地点では支流の北大久野111を含めて、１９７８年７月の調査では出現種数の範囲は１８～２３

種、１９７９年８月の調査では１７～２９種であり、おおむね清例な河Ⅱ|の出現種数と思われた。なお、

２．３の種について記述すると以下のとおりである。

蜻蛉目（Odonata）ては、山地溪流型のムカントンポ（EpZopﾉＭ`6ｍぶゆ`γ山，）か滝本、

落合に出現し、積翅目（Plecoptera）のノギカワゲラ（lVq9dPeγＺａノaPonZcα）が滝本で採
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集された。又、低山地の清流に生息する広翅目（Megaloptera）のへピトンポ（Ｐγ０ｔりんeγｍｅｓ

,γｃｍｄｍ）が落合と小宮久保の２地点で出現した。また、代表的な汚濁耐忍種である赤色ユスリカ

は今回の各調査地点では全く出現しなかった。

特異な出現種としては落合附近で採集された８個体の腿色白化したミズムン類(んc‘んJ）があげ

られる。上野'5)はミズムン（』．んzZy`、Z｡γ了zz）に腿色白化した亜種か存在し、また、東京都か

ら真地下水性種の。、ｍｚＬＦａＭｚｃ”な』．ｆａｍａｅｎＦ２ｓの２種を記述している。今回の腿

色白化した個体については種までの査定はおこなっていないが別表３－３では１種として取り扱った。

この他に、平井川本流ではないか、千石橋附近の両岸の農業用水路（幅約６０，１、水深約１０ｃｍか

らは１９７８年８月にマンジミか多数採集され、都内では珍しいシジミの生息地であったが、１９８０年

には大規模な宅地造成と住宅の建設によってこの水路は消滅してし在った。

１９７８年７月の調査では、ＤＩは松尾の３．８を最低に、他の地点は6.1～１０２の範囲にあった｡ＢＩ

は松尾が１２で生物学的水質階級でβ中腐水性をしめた力弛地点は３２～４４でいずれも貧腐水性であ

った。

１９７９年８月の調査では、全調査地点でＤＩは６．１～１０．１の範囲にあった。ＢＩは３１～４９の範囲

にあった。これらはその調査地点の水質かいずれも貧腐水性であることを示した。これらの生物学的

水質判定からも、今回の各調査地点の中ては松尾が唯一の汚濁進行地点であることか明らかであった。

畔蛎目のキイロカワカゲロウ（Ｐｏｔａｍａ刀tん“ｋａｍｏ几曲）、ＣａｃｎＺＦｓｐ・ＣＢ、シロタニ

ガワカゲロウ（此dyo〃uγｕｓｙｏＭＭａｃ）、毛翅目のコガクンマトピケラ（HycJγ叩Ｗｃ/bodcj、

６γezﾉizm`αzα）、鞘翅目のヒラタト゛ロムン（MamcopJcpﾉﾚ8"“ノ叩。〃zcuF）などの比較的

汚染に適応出来るとされている種（津田'7)）はいずれも多摩川合流点から落合までの平地流の区間に

出現し、111か山地流となる上流の各地点では出現したかった。このことは、魚類の項でものべたよう

な河川形態の変化に伴う魚類相の変化か底生動物においてもある程度認められたものとも考えられた。

Ｄ、平井川における水生々物の生息環境の現状

今回の平井lllにおける魚類および底生動物の調査結果から、これまで述べてきたように本川の環境

が、これらの水生々物にとって多摩川水系の中てはまだ比較的良好な状態を保っていることを示して

きた。しかし本川は水量か少ないだけに即現在進行しているような両岸の宅地開発がさらに拡大し、

その生活廃水か多量に流入するようなことになればその水生々物の生息環境は一挙に悪化することは

明らかである。

本川に、かつての多摩)||本流における魚類滅亡の歴史をくりかえさせることのないよう、その自然

環境の保全を強く訴えるものである。
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別図３－１１９７６～８０年の平井川におけるウナギの出現地点
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別図３－２１９７６～８０年の平井川におけるヤマメとカジカの出現地点

同一の３地点においていずれも両種が同時に採集されている。

●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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月図３－３１９７６～７８年の平井川におけるアユの出現地点
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別図３－４１９７６～８０年の平井川におけるタモロコの出現地点

●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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別図３－５１９７６～１９８０年の平井川におけるソチフキの採集地点
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別図３－６１９７６～８０年の平井川におけるカマツカの採集地点

●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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別図３－７１９７６～８０年の平井川におけるモツゴの採集地点
●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。

ＩＩ躯、
川

玉
の
内
』

鰹

摩摩

●

川川
▲

▲▲平
弁千

葉
県

i護jｉ
川川

▲▲

上、上、

別図３－８１９７６～８０年の平井Ⅱ|におけるウグイの採集地点
●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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別図３－９１９７６～８０年の平井川におけるアプラハヤの採集地点

●は著者らの採集を、▲は中村．の採集を示す。
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別図３－１０１９７６～８０年の平井川におけるオイカワの採集地点

●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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別図３－１１１９７６～８０年の平井川におけるフナの採集地点

●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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別図３－１２１９７６～８０年の平井川におけるコイの出現地点
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別図３－１３１９７６～８０年の平井川におけるドジョウの採集地点

●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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別図３－１４１９７６～８０年の平井川におけるホトケドジョウの採集地点

●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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別図３－１５１９７６～８０年の平井川におけるシマドジョウの採集地点

●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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別図３－１６１９７６～８０年の平井川におけるナマズの採集地点
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別図３－１８１９７６～８０年の平井川におけるヨシノポリの採集地点
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別図３－１７１９７６～８０年の平井川におけるギパチの採集地点

●は著者らの採集を、▲は中村の採集を示す。
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別表３－３ １９７９年夏の平井川における底生動物の出現状況

重量の単位は可。採集重量が１０ﾛ01未満の種については測定を省略した。

小宮久保調査地点

調査日

出現種

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Ｅｐ/bemcγα ノａｐｏｎｚｃａ

Ｅ．３ｔγｚ９ａｔａ

ＰαγαＺｃｐｔＯｐ/Ｍｃ６ｚａｓｐ・

Ｅｐ/Ｍ７ｚ`γｃＭｚｙｏｗｍＤｏｃﾙ５Ｗ,

Ｅ、γ〃ａ

Ｅ．〃Ⅳγα

Ｅ、ｓｐ・ｅｄ

Ｅ．ｓｐ・

Ｃａｃ７ＬＺＪｓｐ、ｃｂ

ＢｑｃｔＺＪ ｓｐ・

Ｂｑｃ６ＺｃＪＺａ ｓｐ・

んｏ７Ｌｙｃ/1,Ｚα ノａｐｏｎｚｃａ

ＥｐｃｏγLs Zafz′゜ﾉｍｍ

ＥＣｄｙＷＬｚＬ７“ ｙｏｗｂｚｄａｃ

Ｅ．ルZ6u7LC7LFZj、

Ｃｍｙｙ７７ｚａ ノＩＣγαＪａｎ,ａ

滝本

１９７９．８．１０

個体数重量

１９７９．８． １９７９．８． １９７９．８．１０

個体数 個体数 個体数

６７５０ １６３０

７２０

１
１
１

2９

９

１６０

４０

3２８０

０
０
０
０

５
４
２
６

１
６
７
３
１
９
６
４
７
２

２
１

２
１
１

３
２

２

４

１０

２０

４

６０

７

１４３

３６

８

２１０

１０ ２

6０ １００ 1４４７０

６

１００

1２０

３
２
４

１
７

８
５
７

５
２

１５０

１００

４０

１５０

７
５
９
２

1７０

5６１００

ＯＤＯＮＡＴＡ

ＥｐｚＣＰ／Ｍ`6ｍ

ＧＯｍｐﾉＭｄａｃ＊
sz&ＰＣγ“６ｓ 1１０

１
１

８
１

６８０

４０ １

ＰＬＥＣＯＰＴＥＲＡ

ｊＶｏ９ｚｐｃγｚａ

ｄ７７ＺｐんＺｎＣｍＺＬγα

ＰＣγＺｃｚ

Ｐ･

ＧＺ６０ＪＺａ

ａＪｚｏｐｃγZＱ

５０

３０

１

１５

ノ(Ｚ１ＤＯ７ＬＺＣａ

ｓｐ、

ｔＺ６ＺａＺＺｊ、

ｓｐ･

ｓｐ・

ｓｐ．

１
４
６
２

５０

２０

２３０

５

２
２
４

ＭＥＧＡＬＯＰＴＥＲ▲

ＰγｏｔＭｃｒｍｃｓ９γα〃cｚｚ３ １５８０

ＴＲＩＣＨＯＰＴＥＲＡ

ＲＡｙａｃｏＰ/ＭＺａ几２９γＣＣＣＰ/bａＺａ ２３０１１００
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小宮久保 千石橋 滝本

１９７９．８．１０

個体数重量

３

１１７５００

調査地点

調査日

出現種

ＲﾉﾚｙａＣｏｐﾉｂＣｍ ｓｐ・ｒｈ

ｊＭｙ“７０Ｐ/bｏ７ａｚ〃ｏｐ３

ｓｚｅｎ,ｏｐｗｃﾉｈｅ ｙγｚＦｃｚＰｃ７ｍ'ｚＪ

ＨｙｃＺγOＰＷＣ/ｌｏｄｃＦ６γｃｚﾉＺＺＺ７Ｌｅａｔａ

Ｈｙｄ７ＯＰＷＣ/lCZLJ77ZCγＺ

ｓｔｃｎｐｐﾉﾚｙＪａ⑰０ＭαⅡＤＢ〃ｓｚＪ

１９７９．８． １９７９．８． １９７９．８．１０

個体数 個体数 個体数

１
７
７
８

５

５７０9００

１５０

１３０

４
１
９
１

２
１

０
０
０

２
３
２

６

１７２

９ 110 １

ＣＯＬＥＯＰＴＥＲＡ

ｊＭａＺａＣＯｐ８ＣＰ/be7LZL8
.＊

Ｅｌｍｉｄａｅ

1００

３０

２４１００ １３ ５１

３１

1２３０

１２

ノａＰＯ７ＬＺｃｚＬＦ

ＤＩＰＴＥＲＡ

ＴｚｐｚＬｚａｓｐ・

Ａ７ＬＺＯｃ/ｂｑ ｓｐ・

ＥｙＺｏｃｃＴａｓｐ･ｅｂ

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ＊

。．（Ｓｕ７ａ９ｚ〃α）ルＯＣｚａｍｑＺ

２

１
１

８ ５０

１７０

２０

５
７
２
７

3２ １８３５０ ２７

１１０

ＣＵＲＵＳＴＡＣＥＡ

ｊＦｃ〃ｚＬｓ ｓｐ． ８

ＨＹＤＲＡＣＨＮＥＬＬＡＥ

(Ａ)＊ １ １

数種総 ２２ ２９１７ ２５

総個体数 ７４４６０６ ６２８ ４４８

数総 重 3，１９０ 1，７６０４８０ ９８０

Ｉ， ４１ ３１ ４１ ４９

Ｉ 7.9 6.1 １０．１ 9.1

＊は属、（Ａ）＊は科までの査定におわった。
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日原川のイワナの生息地

(小川谷源流部）

発眼卵を収容した状態の埋設箱

(アトキンス式ふ化盆の金網を用いたもの）
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多摩川上流の御岳地知こ造成

されたウグイの人エ産卵床

iiiiiiiiiIjJllliIlIIjllllUDjlIjjiBjii1I

産卵床の砂利に産みつけられた

ウグイの卯

多摩川合流点付近の平井川。

流れ幅は約５～１５ｍ・河原は広い。

（以下の平井川の写真はいずれも
１９７８年７月に撮影）
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小宮久保付近の平井川。

流れ幅は約６～１０ｍ。

千石橋付近の平井川。流れ幅は、約
４～８ｍ・右岸（この写真では左側

の岸）の水田は１年後には一面に住
宅が建設された。

中里橋（千石橋の上流約２００ｍ）右岸の住宅地からの排水口に白い洗

剤の泡（矢印）が目立つ。未処理下水の流入の例。
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足下田堰堤。これより上流には漁業

権は設定されていない。

北大久野川。流れ幅はlｉ

両岸はアシが密生する。

流れ幅は約１～２ｍ。

滝本付近の平井川。流れ幅１ｍ内外の溪流となる。
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